
患者アンケート総合評価で「満足している」と答えた患者の割合
Ａ）入院患者　Ｂ）外来患者27指標

各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈

分　子 A）退院患者で「5.満足している（例）」「4.やや満足している（例）」と回答
した合計
B）外来患者で「5.満足している（例）」「4.やや満足している（例）」と回答
した合計

各病院で、アンケート用紙に「総合的な評価に関わる項目（５段階）」を位置づける。

分　母 Ａ）入院患者の有効回答数　B）外来患者の有効回答数

・治療の結果、安全性と説明、療養環境、入院期間などに対する患者の満足度は、医療の質を測るうえで直接的な評価指標の重要な一つです。
・厚労省「医療の質推進事業」の必須項目

  指標の意義

  指標の計算式、分母・分子の解釈 ・収集期間：1月～ 11月、各病院で期間を決めて実施する

  考察

Outcome

【2012年　年間数値報告】
A）入院患者
最小値61.90％　25％値78.05％　中央値86.87％　75％値90.32％　最大値100％
回答病院　66病院
B）外来患者
最小値35.29％　25％値75.43％　中央値85.61％　75％値91.53％　最大値98.88％
回答病院　64病院
【考察・分析】
　期間中に一度だけ測定の指標であり時系列はわからないが今回は2011年との比較が可
能となりました。入院も外来も中央値はほとんど変化ありません。
　しかし病院ごとにみると、入院患者では昨年比で24％マイナスになってしまった病院があ
り有効回答数も昨年並みであることから分析が必要と思われます。
　また外来でも59％のマイナスになった病院があり、こちらは有効回答数が昨年比1割と

激減しており測定方法に大きな変更があったと思われます。
　また入院と外来の結果に大きな差（25％以上）がある病院（7病院）や2011年度より悪く
なった病院（入院20、外来22）、そして2年続けて中央値以下の病院（入院11、外来15）は
自己分析が必要と思われます。
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指標 27　患者アンケート総合評価で「満足している」と答えた患者の割合　Ａ）入院患者　Ｂ）外来患者　 Outcome
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